
一

格
差
是
正
の
た
め
の
緊
急
措
置
等
に
関
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

趣
旨
（
第
一
条
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
国
民
の
間
に
経
済
的
格
差
の
拡
大
等
に
よ
る
不
安
及
び
不
公
平
感

が
生
じ
て
い
る
中
で
、
国
民
の
不
安
及
び
不
公
平
感
を
払
拭
す
る
た
め
現
に
生
じ
て
い
る
経
済
的
格
差
そ
の
他
の
格
差
を
是

正
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
全
国
最
低
賃
金
制
度
の
創
設
、
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る
差
別
的

取
扱
い
の
禁
止
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
自
己
負
担
の
額
を
軽
減
す
る
た
め
の
特
例
措
置
の
創
設
そ
の
他
格
差
を
是

正
す
る
た
め
緊
急
に
講
ず
べ
き
措
置
等
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
二

最
低
賃
金
法
の
一
部
改
正
（
第
二
条
関
係
）

一

最
低
賃
金
の
決
定
の
基
準
（
最
低
賃
金
法
第
三
条
関
係
）

全
国
最
低
賃
金
及
び
地
域
最
低
賃
金
は
、
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
の
生
計
費
を
基
本
と
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

全
国
最
低
賃
金
（
最
低
賃
金
法
第
九
条
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
調
査
審
議
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
い
て
、
全
国
を
通
じ
す
べ
て
の
労



二

働
者
に
対
し
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
（
以
下
「
全
国
最
低
賃
金
」
と
い
う
。
）
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

地
域
最
低
賃
金
（
最
低
賃
金
法
第
十
条
の
四
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
一
定
の
地
域
に
つ
い
て
、
全
国
最
低
賃
金
を
適
用
す
る
こ
と
が
不
適
当

で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
又
は
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
調
査
審
議
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
聴

い
て
、
全
国
最
低
賃
金
の
額
を
超
え
る
額
で
、
当
該
地
域
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

第
三

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
（
第
三
条
関
係
）

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
五
年
又
は
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
月
の
初
日
か
ら
七
年
を
経
過
し

た
場
合
に
お
け
る
減
額
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
児
童
扶
養
手
当
法
第
十
三
条
の
二
関
係
）

第
四

雇
用
対
策
法
の
一
部
改
正
（
第
四
条
関
係
）

一

事
業
主
は
、
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
、
そ
の
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

事
業
主
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
一
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
を
対
象
と
し
て
募
集
及
び
採
用
を



三

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１

芸
術
又
は
芸
能
の
分
野
に
お
け
る
表
現
の
真
実
性
の
要
請
か
ら
、
特
定
の
年
齢
階
層
に
属
す
る
者
が
求
め
ら
れ
て
い

る
場
合

当
該
年
齢
階
層
に
属
す
る
者

２

労
働
基
準
法
そ
の
他
法
令
の
規
定
に
よ
り
特
定
の
年
齢
階
層
に
属
す
る
者
の
就
業
が
禁
止
さ
れ
、
又
は
制
限
さ
れ
て

い
る
場
合

当
該
年
齢
階
層
に
属
さ
な
い
者

３

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
そ
の
他
法
令
の
規
定
に
よ
り
特
定
の
年
齢
階
層
に
属
す
る
者
の
就
業

が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合

当
該
年
齢
階
層
に
属
す
る
者

４

事
業
主
が
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
定
年
の
定
め
を
し
て
い
る
場
合

当
該
定
年
未
満
の
年
齢
の
者

（
雇
用
対
策
法
第
二
十
六
条
の
二
関
係
）

第
五

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
（
第
五
条
関
係
）

一

題
名

題
名
を
、
「
短
時
間
労
働
者
と
通
常
の
労
働
者
と
の
均
等
な
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
も
の
と
す
る

こ
と
。



四

二

差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
（
短
時
間
労
働
者
と
通
常
の
労
働
者
と
の
均
等
な
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
二

関
係
）

事
業
主
は
、
賃
金
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
労
働
者
が
短
時
間
労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
通
常
の

労
働
者
と
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

通
常
の
労
働
者
へ
の
応
募
の
機
会
の
付
与
等
（
短
時
間
労
働
者
と
通
常
の
労
働
者
と
の
均
等
な
待
遇
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
第
七
条
の
二
関
係
）

事
業
主
は
、
通
常
の
労
働
者
を
募
集
し
、
又
は
採
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
現
に
雇
用
す
る
同
種
の
業
務
に
従
事
す

る
短
時
間
労
働
者
で
あ
っ
て
通
常
の
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
に
対
し
、
応
募
の
機
会
を
優
先

的
に
与
え
る
と
と
も
に
、
他
の
応
募
者
の
就
業
の
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
も
配
意
し
つ
つ
、
で
き
る
限
り
当
該
短
時
間
労

働
者
を
優
先
的
に
雇
い
入
れ
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
六

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
（
第
六
条
関
係
）

一

障
害
者
等
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
に
要
す
る
費
用
に
係
る
自
己
負
担
の
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
当
分
の
間
、
現
行
の
一
割
負
担
を
凍
結
し
、
障
害
者
等
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
う
ち
政
令



五

で
定
め
る
も
の
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
九
条
の
二
等
関
係
）

二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
当
分
の
間
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
設
置
者
に
対
し
、
財
政
上
及
び
金
融
上

の
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
三
条
の
二
関
係
）

第
七

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
（
第
七
条
関
係
）

一

障
害
児
が
障
害
児
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き
に
要
す
る
費
用
に
係
る
自
己
負
担
の
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
当
分
の
間
、
現
行
の
一
割
負
担
を
凍
結
し
、
障
害
児
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
う
ち
政
令
で
定
め

る
も
の
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
児
童
福
祉
法
第
七
十
四
条
関
係
）

二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
当
分
の
間
、
障
害
児
施
設
支
援
の
円
滑
な
提
供
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
に
対
し
、
財
政
上
及
び
金
融
上
の
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。（
児

童
福
祉
法
第
七
十
三
条
関
係
）

第
八

所
得
税
法
の
一
部
改
正
（
第
八
条
関
係
）

一

老
年
者
控
除
（
所
得
税
法
第
八
十
条
関
係
）



六

居
住
者
が
老
年
者
（
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
、
合
計
所
得
金
額
が
三
百
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
か
ら
五
十
万
円

を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

公
的
年
金
等
控
除
（
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
四
項
関
係
）

年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
居
住
者
の
公
的
年
金
等
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
定
額
控
除
額
を
百
万
円
、
最
低
控
除
額
を
百
四

十
万
円
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
九

地
方
税
法
の
一
部
改
正
（
第
九
条
関
係
）

老
年
者
で
あ
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
前
年
分
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所

得
金
額
か
ら
四
十
八
万
円
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
地
方
税
法
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一

項
関
係
）

第
十

緊
急
行
動
計
画
（
第
十
条
関
係
）

一

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
緊
急
に
講
ず
べ
き
施
策
に
関
す
る
計

画
（
以
下
「
緊
急
行
動
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。



七

二

緊
急
行
動
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１

へ
き
地
等
の
特
定
の
地
域
に
お
け
る
医
師
の
不
足
及
び
産
科
、
小
児
科
そ
の
他
の
特
定
の
診
療
科
の
医
師
が
不
足
し

て
い
る
地
域
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
医
師
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

２

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
診
療
報
酬
の
算
定
の
方
法
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
者
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
者
が
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

３

経
済
的
理
由
に
よ
り
保
険
料
を
滞
納
し
た
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
等
の
医
療
を
受
け
る
際
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

４

生
活
保
護
の
母
子
加
算
の
廃
止
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項

５

生
活
保
護
の
教
育
扶
助
及
び
市
町
村
の
就
学
援
助
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
児
童
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
の
拡
充

の
た
め
に
必
要
な
施
策

６

介
護
保
険
施
設
を
利
用
す
る
者
が
施
設
に
お
け
る
居
住
に
要
す
る
費
用
、
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
等
を
負
担
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
、
介
護
療
養
病
床
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ



八

る
者
が
引
き
続
き
適
切
な
介
護
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

７

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
等
が
貸
与
す
る
無
利
息
の
奨
学
金
に
係
る
財
源
の
拡
充
に
関
す
る
事
項

８

中
小
企
業
に
対
す
る
事
業
資
金
の
融
通
条
件
の
簡
素
化
等
中
小
企
業
の
資
金
調
達
を
円
滑
に
す
る
観
点
か
ら
の
中

小
企
業
に
対
す
る
支
援
の
た
め
の
制
度
の
見
直
し
及
び
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
阻
害
要
因
を
除
去
す
る
観
点
か
ら

の
不
公
正
な
取
引
方
法
の
規
制
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項

９

そ
の
他
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
緊
急
に
講
ず
べ
き
施
策

三

緊
急
行
動
計
画
に
定
め
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
施
策
の
実
施
時
期
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
十
一

そ
の
他

一

施
行
期
日
（
附
則
第
一
条
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
二
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
、
第
四
及
び
第
五
は
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

そ
の
他



九

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。


